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               目視にもとづく鯨資源推定
                              岸 野 洋 久
 南氷洋におけるミンク鯨の目視資源推定は，ライントラソセクト法により行なわれている．対象海域
の面積をs，航行距離をL，有効横距離をπとし，発見頭数をmとすると，資源量Nは
                  N＝〃xSノ（2πL）
により推定される．もし横距離ツにいる鯨がトップマソにより発見される確率がg（y）＝Cexp（一λ
lJll）という形ならばπ＝c／λであるが，λはデータッ1，…，ツ，コよりλ二1／yとして推定される．cを
求める為に併走実験が行なわれる．距離aだけ離れて併走している2隻の船λ，Bのうち一方または両
方によ／発見された頭数をそれぞれ1・一，・｛とすると，δ一・凶（1・州である（／一
舳／÷（伽…）：二重発見率）・
 この方法はgが両側指数という仮定からはずれているときもかなり頑健であるといわれているが，
ただ，λ，Bによる発見のペアーがデータとして上がったとき，それが同一の鯨かどうかを判定する客
観的規準がないところが難点とされている．そこで筆者はこれをハザードレイトモデルにより定式化し
た．
 鯨はランダムに速さ〃で直線運動をするとする．船速を。とし，船との相対位置（κ，ツ）の鯨を発見
するハザードレイトをノ～（∫，y）とする．このとき同一の鯨が船λ，3によりそれぞれ時刻わ，c。，相対
位置（心，ハ），（篶、地）で発見される確率密度は，X：xザκん十a，γ二地一八，Dを鯨の密度とすると
十㍗・一㌫㌻∴地’州
で表わされる．ここで
